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【はじめに】本調査研究部会では，平成 21 年度より第 5 次酸性雨全国調査を開始し

ている。第 1 次から第 3 次調査までは 3 ヵ年の調査の後，1 年間の準備期間を経て次

の調査を実施したが，第 4 次調査では急速に増大し始めた中国の SO2および NOx 排

出量の影響などが懸念されたことから，平成 20 年度まで 6 年間の調査を実施した。

平成 21 年度からは，これまでの調査に加え窒素成分のより高度な沈着量の把握やバ

ックグラウンドオゾン濃度の把握を含めた，日本全域における酸性沈着の実態把握

を目的とした調査を行っており，今回平成 21 年度の湿性沈着調査結果を報告する。 
【結果と考察】○平成 21 年度の濃度及び沈着量 
地域ごとの特徴を把握するため，日本を NJ～SW の 6 つの地域区分(図 1)に分類し，

概要を表 1 にまとめた。濃度及び沈着量の結果について特徴的なことは，JS 及び WJ
において，冬季に nss-SO4

2-や H+などの数値が高い傾向を示したことである(図 2)。地

理的要因や冬季の風向等を考慮すると，大陸からの汚染物質の移流が示唆された。この傾向は平成 17 年度ま

では JS で顕著であったが，平成 18 年度以降は WJ でも同様の傾向が継続して確認されている。 
○第 4 次調査 (平成 15～20 年度) との比較 
nss-SO4

2-，H+濃度の経年変化を図 3 に示す。全ての成分において，年間平均では濃度及び沈着量ともに横ば

い，もしくは減少傾向であった。しかしながら，前述したとおり冬季に高い数値を示す地点があることから，

大陸からの汚染物質の移流が示唆されるため，引き続き越境汚染の影響を調査する必要がある。 
○排出インベントリとの比較 
国内における人為発生源由来の SO2，NOx および NH3排出量と降水中の nss-SO4

2-，NO3
-，NH4

+濃度及び沈

着量との相関を調べた(図 4)。SO2排出量と nss-SO4
2-濃度及び沈着量，NOx 排出量と NO3

-濃度及び沈着量との

間には相関が見られなかったが，NH3排出量の大きい地域においては NH4
+濃度及び沈着量が高い傾向が見ら

れた。このことから，NH4
+は nss-SO4

2-や NO3
-と比較して，近隣の発生源による影響が大きいことが示唆され

た。日本全域における酸性沈着の実態把握のため，今後も越境汚染と国内の発生源の両面の影響を考慮し，

モニタリングを継続する必要がある。 
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図 2  nss-SO4
2-濃度と H+濃度の地域別経月変動 

表 1 濃度と沈着量の概要 

図 4  濃度と排出量との比較 図 3  nss-SO4
2-濃度と H+濃度の地域別経年変動 
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NJ：北部 

EJ：東部

図 1 地域区分 

CJ：中央部

JS：日本海側

WJ：西部 

SW：南西諸島


